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令和6年 能登半島地震から見る

特別支援学校の防災減災

平成30年西日本豪雨災害で被災した

岡山県立倉敷まきび支援学校 2018年7月15日 湯井撮影



令和6年 能登半島地震

2024年1月1日 16時10分頃 M７.６
地震、津波による死者240名

（うち災害関連死15名・安否不明者15名（2月1日現在）

死因 輪島市 珠洲市 その他 計

圧死 ３２ ４０ ２０ ９２

窒息・呼吸不全 ２０ ２５ ４ ４９

低体温症・凍死 １５ １５ ２ ３２

外傷性ショックなど １２ １３ ３ ２８

焼死 ３ ０ ０ ３

その他 ４ ２ ０ ６

不詳 １２ ０ ０ １２

計 ９８ ９５ ２９ ２２２

出典：NHK 2024年1月31日16時13分「令和6年能登半島地震」

能登半島地震 亡くなった人の死因（暫定値）1月30日時点

※その他の市町村：穴水町・能登町・七尾市・羽咋市・志賀町



令和6年能登半島地震 特別支援学校の対応

石川県立七尾特別支援学校（珠洲・輪島分校）
1月26日から本校のみ学校再開、分校は避難所
※学校ホームページ（すみれNews)と
学校関係者からのヒアリングより



石川県立七尾特別支援学校本校の被害



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

なぜ、被害が厳しいのか

■地震の揺れの強さ、耐震性の弱
さ、道路ネットワークの寸断

●直接死（住宅の下敷き）が多い
●過酷な避難生活（トイレ、薬、ベッド、食事）
●栄養不足、体力低下により感染症、循環器系
疾患がまん延→関連死が危惧される

■ライフラインの停止、超高齢社会、
寒冷期、医療・福祉の脆弱性
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避難とは、

避難行動
安全な場所への移動行動

＋
避難生活

安全な場所での暮らしの再建

防災学習
の目標

個別ひなん
計画
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名前 年齢

性別

お困りごと
病気・障がい・経済状
況・家庭状況など日常
生活で困っていること

≪けが≫



東日本大震災 2011.3.11（金） 14:46

発生日時 ２０１１（平成２３）年 ３月１１日（金） １４時４６分

震源など 三陸沖 深さ２４ｋｍ 震源域 南北約４５０ｋｍ 東西約２００ｋｍ
東南東に２４ｍ移動 最大約３ｍ隆起

地震の規模 モーメントマグニチュード Mw ９．０

震度７ 宮城県北部

震度６強 宮城県南部・中部、 福島県中通り・浜通り、 茨城県北部・南部、
栃木県北部・南部

震度６弱 岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、 福島県会津、 群馬県南部、
埼玉県南部、 千葉県北西部

余震（１０年間） 震度６強 ３回、 震度６弱 ３回、 震度５強１７回、 震度５弱４回

津波（最大津波
高）

岩手県宮古市付近 最大遡上高 約４０ｍ

死者・行方不明者 死者 １９，７２９人（内、震災関連死 ３，７６７人） 行方不明 ２，５５
９人

住家被害 全壊 １２１，９９６戸 半壊 ２８２，９４１戸 一部損壊 ７４８，４６１
戸

避難者（最大） 震災後3日目（3月14日）には最大約４６８，０００人の避難者
令和２年３月１０日時点での避難者数 ４７，７３７人

出典：内閣府防災のページ、気象庁、復興庁、総務省消防庁、NHK



災害に対する障がい特性・地域特性の弱さ

大震災と障がい者 高い死亡率の背景にあった弱さとは
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出典：JDF日本障がいフォーラム調査資料より抜粋作成



障がい者・高齢者の避難所滞在は難しかった！

出典：避難に関する総合的対策の推進に関する 実態調査結果報告書（平成25年）より抜粋作成
※避難支援が必要だったと回答した方 783 人のうち自宅の生活で何らかの支障があった方 217 人が回答
対象

・東日本大震災の現場で
障がい者たちは、大勢の
人がごった返す一般の避
難所に避難できなかった。
・一旦避難しても、いくつ
も違う避難所へ移動、滞
在するケースがあった。
・バリアフリーではなかっ
たり、障がいについて詳
しく知ってもらえないの
で、できる事できないこ
と、困っていることなど
わかってもらえず、自宅
や車中に無理やり避難し
なければらなかった。



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

誰が逃げろと伝えたか？

•第1位 101人 家族・同居者

•第2位  97人 近所、友人

•第3位  74人 福祉関係者

•第4位  34人 テレビやラジオ

•第5位 30人 警察・消防(団を含む)
※回答は「その他」を除く

内閣府「避難に関する総合的対策の推進に関する実態調査結果報告書」（東
日本大震災時、避難支援が必要だと回答した783人中、315人を対象、複数
回答あり）2013年



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

誰が逃げるのを支援したか？

•第1位  85人 家族・同居者

•第2位  60人 近所、友人

•第3位  53人 福祉関係者

•第4位  11人 消防（団を含む）
※「その他」を除く

内閣府「避難に関する総合的対策の推進に関する実態調査結果報告書」（東日
本大震災時、避難支援が必要だと回答した783人中、避難時に支援者がいた
197人を対象、複数回答あり）2013年



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

男子高校生の母親と面談 相馬市で津波で死亡 療育手帳B
出典：「あと少しの支援があれば」中村雅彦著

卒業式を1週間後に控えた3月11日に地震は来た。軽度の知的障がい
があったが、宮城県の職業訓練校に合格し、寮に入ることも決まっていた。
母親は、息子の好きなパソコンを活かして就職させたいと思っていた。

家に帰った直後に津波は来た。金曜日は授業が5時間で、午後2時過ぎ
にはバスに乗って帰ることになっていた。バスの乗車中に地震が来た。3
時を少し回ったころに、「いつものように降りた」とバスの運転手が言って
いた。見つかった遺体は私服を着ていた。いつも制服から着替えた後にパ
ソコンを開けていたが、パソコンはケースに入ったままだったので、着替
えた直後に津波が来たと思われる。 家には祖母がいた。祖母は地震直
後、家の外に出た時、近所の人に避難しようと声をかけられたのだが、
「家の中を片づける」と言って中に戻ったらしい。「津波は大丈夫だ」とも
言っていたようだ。 中略

高校生の息子は自分で行動できる子だったものの、津波を予想して避
難するほどの判断力はなく、祖母の「大丈夫」という言葉でそのまま2階
にいたのではないかと思う。誰かに「逃げろ」と言って欲しかった。そして、
うちのような子どもは何でもできるように見える子なのに、そうではない
子どもだったということを皆さんに伝えてほしい。



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

障がいを周囲と分かち合うことの困難さ
本人の課題・地域の課題

東日本大震災の現場で「あと少しの支援があれ
ば」中村雅彦(2012)

• 在宅の障がい児者を高齢者が世話をしている家庭
も多かった。残念なことに、高齢者の判断が遅れ、
ともに逃げ遅れた事例がいくつもあった。

• 自閉症の子どもがいることを近所の方が前から
知っていたので、支援に駆け付け、一緒に避難して
助かった

• 多くの被災地を回った経験からは、残念なことに障
がい者にとって地域の助け合いは重要だが、必ず
しもうまく行われていないと思う

平成30年西日本豪雨災害 倉敷市真備町
「NHKニュースウォッチ９ 平成30年10月5日
放送」

• 知的障がいのある親子は福祉サービスを受けてい
たが、地域とのつながりが希薄で、また、「行ったこ
とのない所にはひとりで行けない」という障がい由
来の理由で、地域の避難場所へ自分たちだけで緊
急避難ができず亡くなった。

適
応
の
経
過

異常の発見

受容

□

障
が
い
の
肯
定
（適
応
）

■

障
が
い
の
否
定
（落
胆
）

障がいの受容の過程

親の障がいの認識と受容に関する考察
受容の段階説と慢性的悲哀；中田（１９９５）



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

○高齢が約６割、障がい者死亡率２倍

  →体力がない、地域とのつながりが弱い

  ⇒個別ひなん計画で近所や福祉とのつながり 

○自治体職員２８８名（出典：地方公務員災害補償基金2019年）

消防団員２５４名（出典：消防団員等公務災害補償等共済基金）

民生委員５６名（出典：内閣府 災害時要援護者の避難支援に関する検討会資料２０１２）

福祉施設職員173名（出典：厚労省老健局 第３回災害医療等のあり方に関する検討会）

学校関係者３８名（岩手・宮城・福島）（出典：内閣府東日本大震災第２０８報）

  →守り手、支援者の危機管理能力が弱い

  ⇒個別ひなん計画で支援者の危機管理能力向上

○３, ７７4名の震災関連死（R3.3.31復興庁資料）

  →８９％が６６歳以上、移動や避難所で衰弱

  ⇒福祉施設BCP、福祉避難所が必要

東日本大震災 死者の教訓



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

長期の避難生活が与える影響
「うつ」症状の悪化 平成22年／平成25年における比較
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方に関する調査委研究事業報告書（平成27年3月 福島大学）

※データ比較の対象者はいずれも65歳以上で要介護度2以下



熊本地震震災関連死 死亡時の生活環境区分
出典：熊本地震の発災4か月以降の復旧・復興の取り組みに関する検証報告書

生活環境 人数 割合

発災時にいた場所及びその周辺 12 5.5%

避難所等への移動中 0 0.0%

避難所滞在中 10 4.6%

仮設住宅滞在中 1 0.5%

民間賃貸住宅・公営住宅等滞在中 0 0.0%

親戚や知人の家に滞在中 8 3.7%

発災前と同じ居場所に滞在中の場合【自宅等】 81 37.2%

発災前と同じ居場所に滞在中の場合【病院】 27 12.4%

発災前と同じ居場所に滞在中の場合【介護施設】 17 7.8%

入院又は入所後１か月以上経過し亡くなった場合【病院】 58 26.6%

入院又は入所後１か月以上経過しなくなった場合【介護施設
等】

3 1.4%

その他・不明 1 0.5%

合計 218



南海トラフ巨大地震被害の想定（内閣府 2013)
陸側ケースの深度分布



プレート境界の地震と内陸部の直下型地震

【地震の活動期】
・プレート同士の歪が溜まると
内陸部での地震が増える
・プレート境界地震の前後に、
火山噴火（富士山、阿蘇山な
ど）が起こる場合が多い



過去に発生した南海トラフ地震

気象庁ホームページより
抜粋作成

・おおよそ90年から
150年の周期で発生
・1946年の昭和南海
地震から既に77年が
経過
・今後30年の発生確
率は70％～80％



南海トラフ地震が怖い理由

・プレート移動は止められず、地震には津波が伴う
・関東～九州まで広い範囲が被災し、支援が分散される
・太平洋沿岸部から内陸部への移動ルートが少ない
・住宅耐震、木造密集地解消が進まない
・沿岸部の病院、学校、福祉施設の移転が進まない、など。

→学校ベースの迅速な広域避難計画と疎開計画が必要

気象庁
HPより



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

「重ねるハザードマップ」を検索

22



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

検索窓に住所を入れる

23



正常化の偏見

「自分は大丈夫 !」
･･自分にとって都合の悪い情報を無視
したり、過小評価してしまう人間の特性

ex)逃げない非常ベル
･･･初着のリスク情報の無視

24



大地震発生直後、あなたは家族と
自宅にいます。何をしますか？

１.
２．
３．
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５．
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９．

10.



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

（新）福祉避難所ガイドライン
（2021年5月）

市町村は、災害が発生し又は発生のおそ
れがある場合（災害時）で、高齢者等避難
が発令された場合などには、 指定福祉避
難所を開設する 。
⇒福祉避難所への直接避難

また、市町村は、災害が発生し又は発生の
おそれがある場合で、一般の避難所に避
難してきた者で福祉避難所の対象となる
者がおり、福祉避難所の開設が必要と判
断する場合は、福祉避難所の施設管理者
に開設を要請する。26



上越市の取組み
出典：福祉避難所の確保・運営ガイドライン（令和3年改訂）資料編／

福祉避難所の対象者と避難方法（上越市ホームページ）

●あらかじめ市の聞き取り
調査を終えて、避難する福
祉避難所が指定されている
人は、自宅から直接避難
●福祉避難所が指定されて
いない人は、まずは近くの
指定避難所内の福祉避難ス
ペースを利用
●要医療患者（人口呼吸器
等）は病院へ災害入院
●必要に応じて移送を想定



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

避難行動要支援者の
避難行動支援に関する取組指針

2013（H25）年８月（2021:R３年５月改定）
内閣府（防災担当）

令和３年の改正災対法においては、個別ひ
なん計画の作成について市町村の努力義務
という形で規定された。
⇒要支援者だけでなく支援者の命も守る

優先度が高いと市町村が判断した者につい
て、地域の実情を踏まえながら、改正法施行
後からおおむね５年程度で取り組んでいた
だきたい。

28



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

令和元年台風第19号等を踏まえた高齢者等の避難の
在り方について（中間とりまとめ（2020年10月28日公表）

個別計画の重要ポイント
（個別計画の策定に係る体制）

介護支援専門員や相談支援専門員は、避難行動要
支援者のうち介護保険サービス等の利用者につい
て、日頃からケアプラン等の作成を通じて、避難行
動要支援者本人の状況等をよく把握しており、信頼
関係も期待できることから、個別計画策定の業務
に、福祉専門職の参画を得ることが極めて重要で
あり、その手法について最終取りまとめに向けて検
討する必要がある。

⇒介護、障がい事業所のBCPにも必要！
29



避難する時にはこんなに多くの荷物が
車両でしか避難できない事情の人がいます。小さなお子さんがいる家庭、

障がいのある人、病気で機械による生命維持が必要な人たちです。

「避難の時に病院へ持って行っ
た機材や荷物」

北海道胆振東部地震（2018年9月6日）
出典：バクバクの会北海道支部幹事 清水
氏のスライドより抜粋作成

機材の重さと消費電力

機材 重さ 消費電力

人工呼吸器 5.5kg 210w

吸引機一式 5.5kg 150w

加温加湿器 2kg 230w

カフアシスト 5kg
100～
240w

吸入器 2.3kg 98～115w

栄養ポンプ 1kg 10w

在宅酸素濃縮器
12.5k

g
250w

これらをつなぐコンセント、体温調節の
ための電気毛布なども必要！
付き添う家族の荷物が持ち出せない…



出典：内閣府「2021年3月5日：高齢者・障害者等の個別ひなん計画に関する 防災と福祉の連携について」



【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

個別ひなん計画（吹田市）：避難行動
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【無断複製厳禁】 一般社団法人福祉防災コミュニティ協会

個別ひなん計画（吹田市）：避難生活
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個別ひなん計画をつくってみよう！

１．自宅のハザードを知る（水害・耐震）
２．避難生活に必要なことを知る
３．自分に合った避難先を決める（複数）
４．避難先までのルートを決める（複数）
５．自分の避難ルールを決める
 ・いつ避難を開始する？
 ・どのような手段で避難する？
 ・誰と避難する？
 ・どのような支援が必要ですか？



個別の
教育支
援計画

三者面談での確認

保護者が作成した素案をもとに、対
象児童生徒等と保護者、担任教師
による面談を行う。
担任教師は面談結果をもとに、指導
計画を作成する。

計画の素案作り

対象児童生徒等の日頃の様子や特性、
生活上の留意点などをよく知る保護
者が、学習上の目標と生活に関する
特性をまとめる。

学校と家庭での実践

指導計画をもとに、学習目標を達成す
るために、学校と家庭で強化における
特別支援教育が実践される。

評価の共有

一年間の学校と家庭での実践の結
果を児童生徒等、保護者、担任教師
により評価を行う。
目標達成できなかった項目など、次
年度以降への引継ぎ事項となる。

35

特別支援
教育

個別の教育支援計画策定プロセス



個別の教育支援計画
出典：大阪府立藤井寺支援学校 個別の教育支援計画フォームより抜粋作成

一般的な個別の教育支援計画の調査項目

36

基礎的
情報

・診断名、成育歴、発達履歴、治療歴、就学歴、訓練履歴
・保健情報（病歴、アレルギー、服薬情報など）
・基本的な生活習慣（食事、衣服の着脱、排泄、生活）
・言語コミュニケーション、社会性、対人関係
・運動機能（歩く、手指操作）、認知理解（指示理解、文字、
数など）
・好きなこと、嫌いなこと、性格、行動特性、配慮事項等

教育支援
目標

・長期（3年）の教育的ニーズと支援内容＋評価
・関係機関との連携協力、福祉サービス、支援ネットワーク



三者面談での確認

保護者が作成した素案をもとに、対
象児童生徒等と保護者、担任教師
による面談を行う。
担任教師は面談結果をもとに、指導
計画を作成する。

計画の素案作り

対象児童生徒等の日頃の様子や
特性、生活上の留意点などをよ
く知る保護者が、学習上の目標
と生活に関する特性をまとめる。

学校と家庭での実践

指導計画をもとに、学習目標を
達成するために、学校と家庭で
強化における特別支援教育が実
践される。

評価の共有

一年間の学校と家庭での実践の結
果を児童生徒等、保護者、担任教師
により評価を行う。
目標達成できなかった項目など、次
年度以降への引継ぎ事項となる。
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特別支援
教育

個別の教育支援計画策定プロセス（防災教育）

• 自宅周辺ハザード確認
• 避難所（福祉避難所など）、

避難ルートの確認
• 家庭と学校で防災上の課

題の共有

• 防災教育目標の設定
• 防災訓練メニュー設定
• 災害時支援内容の確認

• 学校防災体制（福祉
避難所）の整備（簡
易ベッド、電源など）

• 支援者との関係構築
• 実動訓練、対応訓練

等

• 継続的な更新
• 卒業後にも展開

（サポートブック）



薬の情報シート：個別の教育支援計画を通じて作成



特別支援BCPに規定し、運用



大切なことは、
支援が必要な人も
支援をする人も
一緒に助かること



亮の「SOSカード」
です。
何度かこのカードの
情報で連絡を頂くこ
とができました。

・名前
・保護者の連絡先
・住所
・血液型
・生年月日
・自閉症であること
・苦手なこと

・得意なこと
・好きなこと
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いつも身に着けて、もしもに備える！



みんなでつくる地区防災計画
～「自助」「共助」による地域のローカルルール～

出典：内閣府「防災情報のページ」



福祉・医療的ケアを支えた避難支援：佐久穂町消防団の対応
出典：障がい者、高齢者の早期避難についての実践事例～長野県佐久穂町立老人介護施設
さやかの事例～（地域安全学会2020年度春季研究発表論文）

災害時住民支え合いマップ
各地区消防団員、区町会、民生委員等により、
「地縁関係者の知りえる情報」で作られた名簿

支援内容によるランク分け（3ランク）
●：声かけで移動 ●：手を引いて移動 ●：担いで
移動

消防団による全戸避難の呼びかけ
全町民への避難の呼びかけと避難支援

避難支援（車での搬送）
指定避難所への誘導、搬送
福祉避難所・病院への搬送は福祉車両（老健施設
さやか）に依頼



出典：長野県伊那市「住民支え合いマップ作成の手引き」より



活動実施内容（令和2年度・3年度）

対象地
区

岡山県倉敷市真備町箭田地区
箭田まちづくり推進協議会

参加主
体

学区役員、自治会役員、民生委員、真備支所、国交省、
障がい者・高齢者施設、NPO、幼稚園、小学校、中学
校、高校、特別支援学校、当事者団体ほか

事業内
容

ヘルプカードで支えあいの箭田家づくり
全住民対象の避難行動計画カード作成

実
施
期
間

1
年
目

顔合わせ ７月１５日（水）13：30～14：40
1回目 7月28日（水）地震水害基礎知識WS
2回目 9月16日（水）避難行動についてWS
3回目 11月26日（木）避難生活についてWS
4回目 12月7日（月）ヘルプカードと運用ルールWS

2
年
目

1回目 10月４日（月）ヘルプカードの活用WS
2回目 11月1日（月）地図を使ったWS
3回目 11月30日（火）地図を使ったWS
4回目 12月21日（火）地図を使ったWS
5回目 3月14日（月）次年度の実動訓練WS
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避難生活を考えるワークショップの様子
湯井撮影



活動実施内容（令和４年度）

対象
地区

岡山県倉敷市真備町箭田地区
箭田まちづくり推進協議会

参加
主体

学区役員、自治会役員、民生委員、真備支所、国交省、
障がい者・高齢者施設、NPO、幼稚園、小学校、中学
校、高校、特別支援学校、当事者団体ほか

事業
内容

ヘルプカードで支えあいの箭田家づくり
全住民対象の避難行動計画カード更新

実
施
期
間

①
8月23日（火）車での避難行動と避難生活を整える
カード更新の説明（今年度の目標共有）

②
9月27日（火）お困りごとを持った自分をイメージす
るWS（車避難の支援と受援の具体を考える）

③
10月18日（火）R3年度作成の災害情報地図を使っ
た車避難の課題と対策を考えるWS

④
11月29日（火）ヘルプカード更新のための箭田家の
ルール条文づくり

⑤
12月27日（火）「みんなで助かる！」地震編と車避難、
一時集合場所とを更新したカードの確認 47

避難生活を考えるワークショップの様子
湯井撮影



倉敷市真備町箭田地区のヘルプカードvol.2
困りごとを色分けして示すスペース



倉敷市真備町箭田地区のヘルプカードvol.2

見られたくない情報は
裏側に書いておく！



在宅被災生活のために用意したいもの（トイレ編）

自宅のトイレを有効活用する方法とポータ
ブルタイプの災害用トイレの備蓄を進めま
しょう。
・固形材＋便袋やシートタイプ
・自動ポータブルトイレ
少なくとも1週間分は準備しておきましょ
う！



これからの停電対策
電源があれば守りつなげる、大切ないのちがあります

電気自動車を上手に使う
・行政保有の電気自動車を災害時の福祉避難所に派遣し、
電源として使用する
・自動車メーカーの保有する店頭用車両を災害時に特別
支援学校へ派遣し、電源として活用
※2020年度EV・PHV・FCV保有（国内）合計約29万台

自然エネルギー発電の活用
・学校やマンション、企業の屋上に太陽光発電パネルを設
置し、災害時の電源として活用（日常は売電）
・まちづくりのなかで自然エネルギー活用をデザインする。

先ずは「やってみる」
大きな災害が起きて電気、水、ガスが止まったら何に困るか、
具体的に考えて想像して、先ずは家族と話し合ってみましょう。
在宅避難する時は、ハザードマップの確認、水、食料、トイレ、薬
などと一緒に、 電源の確保をお願いします！
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